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市内各地で行われた
イベントやまちの話題を
お届けします★

ファッション甲子園　最終審査会

デ ザイン画による一次審査を突破した各校が、
ファッションショー形式の公開審査に挑み、

デザイン画を基に制作した衣装を披露しました。審
査の結果、約 2,400 枚の赤と黒の折り紙を衣装に
組み込んだ岡山県立岡山南高等学校の作品「UNIT」
が優勝を飾りました。

8 月 25 日　市民会館（下白銀町）大ホール

弘前ポスター展ワークショップ

高 校生・大学生が土手街商店街のポスターを制
作するワークショップが開催されました。参

加者は、広告の第一線で活躍する講師のサポートの
もと、熱心に取り組んでいました。

8 月 19 日～ 22 日　まちなか情報センター（土手町）
　東京では時計の修理やサラリーマンをやってい
ましたが、次第に修理することよりも、部品や工
具を作ることに気持ちが惹かれて転職を考えまし
た。そこで、時計づくりのために金属加工を学ぼ
うと職を探していた時に、たまたまインターネッ
トで求人ページを見つけたのが地域おこし協力隊
との出会いです。求人ページを見つけた２日後が
応募締切だったため郵送では間に合わず、次の日
に新幹線に乗り弘前市役所に向かったのを覚えて
います。
　活動内容は、津軽打刃物の技術習得とPR活動
です。主に二唐刃物鍛造所にて技術習得のための
修行の日々を送ってお
り、参加できる催事があ
れば各地へ赴きPR活動
をしています。日々の修
行では、材料切りから柄
付けまで、全て手作業の

刃物づくりを一から学んでい
ます。一人の人間が全行程を
通して担当できるというのは
現代の刃物づくりの現場では
珍しいことだそうで、いろい
ろな作業に興味のある自分に
とってはとても恵まれた環境だと感謝しています。
　津軽打刃物の知名度は低く、弘前市民でさえ存
在を知らない人もいます。残された活動期間の中
で、さまざまな土地でのイベントや催事などに精
力的に参加し、どうにかして他の刃物産地に負け
ないくらい知名度をあげていきたいです。
　弘前にきて１年と少し経ちました。東京と比べ
て商業施設は少ないと思いますが生活はしやすく、
市街地から少し離れれば自然豊かでとても良いと
ころだと思います。やりがいのある仕事にも恵ま
れたので、あとは雪に慣れることさえできたら何
も言うことはありません。

私が平成 30 年に活動を開
始して約１年半。これまで
を振り返りながら、地域づく
りへの思いをつづります。

地域おこし協力隊（打刃物職人）

丸山敦史さん
（東京都出身）

弘前市誕生130周年特別企画

　地域活性化のために日々活動している「地域
おこし協力隊」の隊員の活動を毎月紹介します。
■問い合わせ先　企画課（☎40-0632）

　弘前の懐かしい建物やまちの風景を毎月紹介しま
す。その場所が今どのように変化したのか、皆さん
もぜひ探ってみてください。
■問い合わせ先　文化財課（☎82-1642）

大正 12 年（1923）に建てられた「角は宮川デパー
ト」。東北最初のエレベーター付きデパートで、さ
らに市内最古の鉄筋コンクリート造として話題を
呼びました。

▲大正 12（1923）年頃 ▲現在
かつて「角は宮川デパート」が立っていた場所に
は現在マンションが立っています。ビルも増えま
したが、交差点や道路から昔の面影を感じること
ができます。
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9 月 14 日　コラーニングスペース HLS 弘前（土手町）

こ れからの弘前を担う人材育成事業として、商
店街に若者があふれる仕組みを考えるワー

クショップが開催されました。参加した高校生と大
学生が若者らしい発想で地域の未来を考えました。

ロボット・ワークショップ

ロ ボ ットを組み立て、動作をプログラミング
するワークショップが開催されました。参加

した子どもたちは、ロボットがうまく動くように試
行錯誤を重ねていました。

８月 31 日、9 月 7 日　大谷幼稚園（新寺町）

弘前駅オープンデッキイベント「EKIDEKI」

青 森・函館観光キャンペーンイベントとして開
催されました。「津軽に触れる」をテーマに

した語り部による津軽弁での昔話や津軽三味線の演
奏に、居合わせた人が耳を傾けました。

9 月７日・８日　弘前駅（表町）２F オープンデッキ


